
　
　
　

は
じ
め
に

　

お
み
く
じ
は
本
来
、
神
仏
の
お
告
げ
で
あ
り
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
形
で
書

か
れ
て
い
る
か
で
三
大
別
で
き
る
。「
漢
詩
み
く
じ
」「
和
歌
み
く
じ
」「
そ
の

他
」
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
寺
院
で
は
「
漢
詩
み
く
じ
」
が
多
く
、
神
社
は
「
和

歌
み
く
じ
」
が
多
い
傾
向
が
あ
る
。「
そ
の
他
」
は
寺
社
を
問
わ
ず
、
水
に
浮

か
べ
る
と
文
字
が
浮
か
び
上
が
る
水
占
や
方
言
で
書
か
れ
た
ご
当
地
お
み
く
じ

な
ど
、
近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
お
み
く
じ
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

現
代
の
寺
院
に
お
け
る
漢
詩
み
く
じ
は
江
戸
時
代
に
流
行
し
た
観
音
菩
薩
の

お
み
く
じ
で
あ
る
観
音
籤
（
元
三
大
師
御
籤
と
も
）
が
一
般
的
だ
が
、
江
戸
時

代
に
は
法
華
経
御
籤
や
関
帝
籤
な
ど
、
そ
の
他
の
漢
詩
み
く
じ
も
流
布
し
て
い

た
。
和
歌
み
く
じ
や
そ
の
ル
ー
ツ
と
な
る
和
歌
占
い
も
天
神
や
安
倍
晴
明
に
関

わ
る
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
時
代
以
降
、

観
音
籤
以
外
の
漢
詩
み
く
じ
は
稀
に
な
り
、
江
戸
時
代
の
和
歌
占
い
・
和
歌
み

く
じ
の
文
化
も
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
最
上
稲
荷
（
岡
山
県
岡
山
市
北
区
）
の
お
み
く
じ
は
江

戸
時
代
の
版
木
を
継
承
し
、
漢
詩
と
和
歌
が
併
記
さ
れ
る
も
の
で
、
お
み
く
じ

の
歴
史
を
考
え
る
う
え
で
意
義
深
い
。
本
稿
は
、
最
上
稲
荷
お
み
く
じ
を
調
査
・

分
析
し
、
江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
和
歌
占
い
書
『
せ
い
め
い 

う
た
占 

全
』

と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
お
み
く
じ
史
に
位
置
づ
け
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

一
、
最
上
稲
荷
の
お
み
く
じ
―
法
華
経
・
和
歌
・
英
訳
―

　

最
上
稲
荷
山
妙
教
寺
（
略
称
：
最
上
稲
荷
）
は
伏
見
稲
荷
・
豊
川
稲
荷
と
と

も
に
日
本
三
大
稲
荷
の
一
と
さ
れ
る
。
日
蓮
宗
の
寺
院
だ
が
、
明
治
時
代
の
神

仏
分
離
の
波
を
こ
え
て
神
仏
習
合
の
祭
祀
形
態
が
許
さ
れ
た
、
仏
教
の
流
れ
を

汲
む
お
稲
荷
さ
ま
で
あ
る
。
現
代
で
も
大
鳥
居
や
神
宮
形
式
の
本
殿
を
は
じ

　
　

最
上
稲
荷
の
お
み
く
じ
に
お
け
る
和
歌

　
　
　
　
　

─
─
江
戸
の
和
歌
占
い
本
『
晴
明
歌
占
』
と
の
関
係
─
─
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め
、
神
仏
習
合
の
姿
を
残
す
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
本
尊
は
「
最
上
位
経
王
大
菩

薩
」、
脇
神
が
「
八
大
龍
王
尊
」
と
「
三
面
大
黒
尊
天
」
で
、
あ
わ
せ
て
最
上

三
神
と
称
さ
れ
る
。

　

最
上
稲
荷
の
縁
起
に
よ
れ
ば1

、
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）、
報
恩
大
師
に

孝
謙
天
皇
の
病
気
平
癒
の
勅
命
が
下
り
、
龍
王
山
中
腹
の
八
畳
岩
で
祈
願
し
た

と
こ
ろ
、
白
狐
に
乗
っ
た
最
上
位
経
王
大
菩
薩
が
降
臨
し
た
と
い
う
。
大
師

が
そ
の
尊
影
を
刻
ん
で
祈
願
を
続
け
た
と
こ
ろ
天
皇
は
快
癒
し
、
延
暦
四
年

（
七
八
五
）、
桓
武
天
皇
の
病
も
大
師
の
祈
願
で
快
癒
し
た
た
め
、
勅
命
に
よ
っ

て
現
在
の
地
に
「
龍
王
山
神
宮
寺
」
が
建
立
さ
れ
た
と
い
う
。「
神
宮
寺
」
と

は
神
仏
習
合
思
想
に
基
づ
い
て
神
社
に
付
属
し
て
建
て
ら
れ
て
仏
教
寺
院
で
、

神
前
読
経
な
ど
の
神
社
の
祭
祀
が
仏
式
で
行
わ
れ
た
。

　

羽
柴
（
豊
臣
）
秀
吉
に
よ
る
備
中
高
松
城
水
攻
め
の
戦
禍
に
よ
り
、
堂
宇
が

焼
失
し
た
も
の
の
、
本
尊
の
像
だ
け
は
難
を
逃
れ
、
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）、

こ
の
像
を
も
と
に
関
東
か
ら
招
か
れ
た
日
円
聖
人
が
寺
名
を
「
稲
荷
山
妙
教

寺
」
と
改
め
霊
跡
を
復
興
し
た
と
い
う
。
明
治
の
神
仏
分
離
令
で
神
仏
習
合
の

寺
社
の
ほ
と
ん
ど
が
分
立
・
廃
絶
し
た
な
か
で
、
最
上
稲
荷
で
は
神
仏
習
合
の

祭
祀
形
態
を
残
し
、
日
本
の
神
仏
習
合
の
信
仰
を
今
に
伝
え
る
寺
院
と
し
て
意

義
深
い
。

　

最
上
稲
荷
の
お
み
く
じ
も
神
仏
習
合
の
姿
を
残
す
も
の
と
し
て
特
筆
す
べ
き

価
値
が
あ
る
。
江
戸
時
代
の
版
木
を
も
ち
い
た
も
の
で
、
お
み
く
じ
の
歴
史
に

お
い
て
漢
詩
と
和
歌
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
も
貴
重
で
あ
る
。

　

現
在
の
最
上
稲
荷
の
お
み
く
じ
は
次
の
よ
う
な
構
成
で
あ
る
（
図
版
１
・
２
）

　

表
面
（
図
版
１
）
は
最
上
稲
荷
所
蔵
の
江
戸
時
代
の
版
木
を
も
と
に
し
て
お

り
、
冒
頭
に
番
号
（
第
一
番
～
第
三
十
三
番
）、
上
段
に
吉
凶
（
大
吉
・
吉
・

半
吉
・
凶
・
半
凶
・
大
凶
）
と
法
華
経
の
経
句
、
下
段
右
に
「
～
ご
と
し
」
で

終
わ
る
比
喩
の
一
文
や
解
説
、
下
段
左
に
三
十
一
文
字
の
和
歌
が
印
刷
さ
れ
て

い
る
。
裏
面
（
図
版
２
）
は
上
部
に
表
面
を
活
字
に
し
た
も
の
を
、
下
部
に
は

上
部
の
お
み
く
じ
に
基
づ
く
「
運
勢
」
と
生
活
の
指
針
と
し
て
の
「
こ
こ
ろ
が

ま
え
」
を
付
記
す
る
。

　

第
二
番
（
図
版
１
・
２
）
を
例
に
と
る
と
、
法
華
経
の
経
句
「
令
其
生
渇
仰
、

（図版 1）（図版 2）
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因
其
心
戀
慕
」
は
法
華
経
の
如
来
寿
量
品
第
十
六
所
収
「
自
我
偈
」
の
一
節
で

あ
る
。
送
り
仮
名
が
摩
滅
し
て
い
て
判
読
し
が
た
い
が
、「
其
れ
を
し
て
渇
仰

を
生
ぜ
し
む
、
其
の
心
恋
慕
す
る
に
因
り
て
」
と
読
ん
で
お
く
。
経
典
の
直
前

部
分
を
（　
　

）
で
補
っ
て
当
該
部
分
を
訳
す
と
、（
釈
尊
が
入
滅
し
て
姿
を

現
さ
な
い
こ
と
で
）
か
え
っ
て
人
々
は
釈
尊
を
渇
仰
し
、
恋
慕
す
る
こ
と
に
な

る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

下
段
右
の
「
か
ぎ
り
な
く
お
も
ふ
人
に
あ
ふ
が
ご
と
し
」
は
経
句
に
関
連
す

る
内
容
を
比
喩
で
あ
ら
わ
し
た
一
文
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
入
滅
し
た
釈
尊

を
恋
慕
す
る
経
句
の
内
容
が
「
こ
の
上
な
く
想
い
を
寄
せ
る
人
に
出
逢
う
」
状

態
と
対
応
関
係
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
下
段
左
の
和
歌
「
か
く
ば
か
り
心
の
内
の

打
と
け
て
き
み
に
む
つ
言
い
ふ
ぞ
う
れ
し
き
」
も
、
心
を
ひ
ら
い
て
恋
し
い
人

と
語
り
合
う
う
れ
し
さ
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
経
句
の
内
容
と
関
連
す
る
。

こ
こ
で
の
喩
え
「
～
ご
と
し
」
や
和
歌
は
、
法
華
経
の
内
容
と
関
連
す
る
も
の

で
あ
り
、
経
文
の
理
解
の
一
助
と
し
て
添
え
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

裏
面
に
付
記
さ
れ
た
「
運
勢
」
と
「
こ
こ
ろ
が
ま
え
」
は
、
表
面
の
内
容
を

現
代
語
で
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

最
上
稲
荷
の
お
み
く
じ
が
、
こ
の
よ
う
な
両
面
印
刷
に
な
っ
た
の
は

一
九
九
七
年
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
版
木
に
基
づ
く
表
面
を
活
字
に
直
し
て
印

刷
し
た
も
の
で
、
意
味
が
わ
か
り
に
く
い
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
た
め
、
こ

の
よ
う
な
改
訂
を
お
こ
な
っ
た
と
い
う
。

　

二
〇
一
七
年
に
は
、
こ
の
お
み
く
じ
の
英
訳
版
も
つ
く
ら
れ
た
。
最
上
稲
荷

で
は
二
〇
一
五
年
頃
か
ら
外
国
人
観
光
客
が
急
増
し
、
同
年
一
二
月
に
英
語

版
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
、
二
〇
一
六
年
に
は
本
殿
周
辺
に
フ
リ
ーW

i-Fi

を
設
置
し
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
も
開
設
し
た
。
そ
し
て

二
〇
一
七
年
二
月
に
本
殿
前
に
英
訳
お
み
く
じ
が
設
置
さ
れ
た
。
英
訳
版
は

右
の
日
本
語
版
を
英
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
面
は
日
本
語
版
と
同
じ
で
、

裏
面
（
図
３
）
に
英
語
で
吉
凶
、
運
勢
（Fortune

）、
心
が
ま
え
（M

ental 
A

ttitude

）
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

英
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
外
国
人
に
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
比
喩
表
現
が
変
え

ら
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
た
と
え
ば
「
鶴
の
よ
う
に
長
寿
で
」
は
、
鶴
に
長
寿

の
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
国
も
多
い
こ
と
か
ら
、「
リ
ク
ガ
メ
の
よ
う
に
長
寿
で
」

と
す
る
な
ど
で
あ
る
。

　

法
華
経
の
経
句
に
添
え
ら
れ
た
和
歌
は
漢
訳
仏
典
の
和
訳
と
も
い
え
る
。
英

語
版
は
、
さ
ら
に
英
訳
が
加
わ
っ
た
も
の
で
、
漢
文
か
ら
和
文
へ
、
そ
し
て
英

文
へ
と
、
最
上
稲
荷
の
英
語
版
お
み
く
じ
は
日
本
の
翻
訳
文
化
を
体
現
す
る
よ

う
な
存
在
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（図版 3）
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二
、
他
の
法
華
経
御
籤
と
の
関
連

　
　
　
　
　
　
　
　

―『
法
華
経
御
鬮
霊
感
籤
』
と
の
比
較

　

前
述
の
よ
う
に
、
最
上
稲
荷
の
お
み
く
じ
に
は
上
段
に
法
華
経
の
経
句
が
示

さ
れ
て
い
る
。
最
上
稲
荷
の
お
み
く
じ
解
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
法
華
経
の
経
句

は
「
願
い
ご
と
の
可
否
を
し
め
す
最
上
さ
ま
か
ら
の
開
運
指
南
」
だ
と
い
う2

。

お
み
く
じ
の
引
き
方
に
つ
い
て
も
「
一
、
最
上
さ
ま
に
合
掌
し
て
、
お
願
い
事

を
一
つ
に
し
ぼ
り
心
を
落
ち
つ
か
せ
て
お
み
く
じ
を
ひ
き
ま
し
ょ
う3

」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
法
華
経
の
経
句
は
本
尊
の
最
上
さ
ま
へ
の
お
願
い
に
対
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
と
知
ら
れ
る
。

　

最
上
稲
荷
の
お
み
く
じ
と
同
じ
く
法
華
経
の
経
句
に
よ
る
御
籤
本
に
、
江
戸

時
代
末
期
に
出
版
さ
れ
た
『
法
華
経
御
鬮
霊
感
籤
』
全
三
冊
が
あ
る
。
こ
の
御

籤
本
に
つ
い
て
は
芹
澤
寛
隆
の
研
究
に
詳
し
い4

。
以
下
、
そ
の
研
究
に
導
か
れ

つ
つ
、
こ
ち
ら
の
調
査
も
補
っ
て
基
本
的
な
と
こ
ろ
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

国
文
学
研
究
資
料
館
の
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
現
在
知
ら
れ

る
最
古
の
『
法
華
経
御
鬮
霊
感
籤
』
は
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
刊
の
版
本
で

あ
る
（
津
市
図
書
館
蔵
橋
本
文
庫
目
録
所
載
）。
そ
の
後
、
増
補
さ
れ
て
、
文

久
元
（
一
八
六
一
）
年
に
『
大
増
補 

法
華
経
御
鬮
霊
感
籤
全
』（
成
蹊
大
学
、

弘
前
市
弘
前
図
書
館
他
蔵
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
上
・
中
・
下
の
前
三

冊
で
下
巻
に
法
華
経
の
お
み
く
じ
を
収
載
す
る
。
明
治
時
代
に
入
る
と
お
み
く

じ
を
収
載
し
た
巻
だ
け
が
独
立
し
、『
法
華
経
御
鬮
』（
松
沢
庄
次
郎 

編
、
明

治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
）、『
首
書
御
鬮
入 

法
華
経
要
品
和
訓 

全
』（
上
野

義
明
編
、
森
江
商
店
、
明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
）、『
通
俗
絵
抄 

法
華
経

御
籤
感
応
籤 

全
』（
微
徳
隠
士
著
、
此
村
欽
英
堂
、
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）

年
、
昭
和
十
年
第
七
版
）
な
ど
が
刊
行
さ
れ
た
。
現
存
本
の
状
況
か
ら
考
え

て
も
、
芹
澤
の
研
究
が
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
明
治
・
大
正
期
ま
で
は
版
を

重
ね
て
活
用
さ
れ
て
い
た
が
昭
和
四
十
年
代
に
は
衰
退
し
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に
『
法
華
経
御
鬮
霊
感
籤
』（
以
下
、『
法
華
経
御
鬮
』
と
略
称

す
る
）
系
統
の
御
籤
本
は
江
戸
末
期
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
は
じ
め
ま
で

流
布
し
た
。

　

こ
の
系
統
の
本
は
、
江
戸
時
代
か
ら
の
版
木
に
基
づ
く
と
い
う
最
上
稲
荷
の

お
み
く
じ
と
関
係
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
を
検
討
す
る
た
め
、
最
上
稲
荷
の
お
み
く
じ
と
『
法
華
経
御
鬮
』
の
構

成
を
比
較
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
要
素
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

〇 

最
上
稲
荷
：
番
号
（
一
～
三
十
三
）、
吉
凶
（
大
吉
・
吉
・
半
吉
・
凶
・

半
凶
・
大
凶
）・
法
華
経
の
経
文
・「
～
ご
と
し
」
の
一
文
・
和
歌
。

　

〇 

『
法
華
経
御
鬮
』：
番
号
（
一
～
九
十
六
）・
吉
凶
（
大
上
吉
・
大
吉
・
吉
・

半
吉
・
凶
・
大
悪
）・
総
運
・
法
華
経
の
経
文
・
経
文
に
関
係
す
る
図

絵
・
御
籤
の
意
味
・
項
目
ご
と
の
解
説
。

　

番
号
は
最
上
稲
荷
お
み
く
じ
が
全
三
十
三
番
、『
法
華
経
御
鬮
』
は
全

九
十
六
番
で
あ
る
。
最
上
稲
荷
の
三
十
三
番
の
由
来
は
不
明
だ
が
、
観
音
菩
薩

の
三
十
三
身
な
ど
に
ち
な
む
数
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。『
法
華
経
御
鬮
』
が
全
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九
十
六
番
で
あ
る
の
は
、『
法
華
経
』
見
宝
塔
品
第
十
一
の
「
此
経
難
持
」
か

ら
「
皆
応
供
養
」
ま
で
の
文
字
数
が
九
十
六
字
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
と 

い
う5

。

　

吉
凶
の
種
類
に
も
違
い
が
あ
り
、
最
上
稲
荷
の
お
み
く
じ
に
は
、『
法
華
経

御
鬮
霊
感
籤
』
の
「
大
上
吉
」
や
「
大
悪
」
が
な
い
。
最
上
稲
荷
お
み
く
じ
に

付
さ
れ
る
「
～
ご
と
し
」
の
一
文
と
和
歌
も
『
法
華
経
御
鬮
』
に
は
見
ら
れ
な

い
。『
法
華
経
御
鬮
』
に
は
、
挿
絵
と
御
籤
の
意
味
、
項
目
ご
と
の
解
説
が
記

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
構
成
は
江
戸
時
代
に
流
布
し
た
観
音
籤
、
い
わ
ゆ

る
元
三
大
師
御
籤
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る6

。

　

引
用
さ
れ
た
法
華
経
の
経
文
も
最
上
稲
荷
は
二
句
、『
法
華
経
御
鬮
』
は
四
句

と
異
な
る
。
た
と
え
ば
、
最
上
稲
荷
第
廿
一
番
（
図
４
）
と
『
法
華
経
御
鬮
』
第

十
七
番
（
図
５
）
は
、
ど
ち
ら
も
法
華
経
「
神
通
力
故
、
増
益
寿
命
」
を
引
い

て
い
る
が
、
両
者
の
解
説
を
見
る
か
ぎ
り
影
響
関
係
は
看
取
で
き
な
い
。
他
に

も
薬
草
喩
品
第
五
「
充
潤
一
切　

枯
稿
衆
生
」（
最
上
稲
荷
第
八
番
／
法
華
経

御
鬮
第
七
十
三
番
）
と
薬
王
菩
薩
本
事
品
第
廿
三
「
如
渡
得
舩　

如
病
得
醫
」

（
最
上
稲
荷
第
十
四
番
／
法
華
経
御
鬮
第
五
十
九
番
）
の
二
点
で
引
用
箇
所
が

重
な
る
も
の
の
、
直
接
の
影
響
関
係
を
示
す
証
拠
は
認
め
ら
れ
な
い
。
法
華
経

二
十
八
品
の
ど
の
品
を
引
用
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
、『
法
華
経
御
鬮
』
が

二
十
八
品
か
ら
万
遍
な
く
引
用
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
最
上
稲
荷
の
お
み
く
じ

は
二
十
八
品
の
う
ち
十
一
品7

し
か
引
用
さ
れ
て
お
ら
ず
偏
り
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
相
違
か
ら
、
最
上
稲
荷
の
お
み
く
じ
は
江
戸
末
期
か
ら
刊
本
と

し
て
流
布
し
た
『
法
華
経
御
鬮
霊
感
籤
』
と
は
異
な
る
独
自
の
も
の
と
見
て
よ

い
だ
ろ
う
。

（図版 4）

（図版 5）
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三
、
江
戸
の
和
歌
占
い
本
『
晴
明
歌
占
』
と
の
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　

―
比
喩
の
一
文
と
和
歌

　

次
に
、
最
上
稲
荷
お
み
く
じ
下
段
に
書
か
れ
た
「
～
ご
と
し
」
の
一
文
と
和

歌
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

こ
れ
ら
の
多
く
は
江
戸
時
代
の
和
歌
占
い
本
『
せ
い
め
い 

う
た
占 

全
』（
以

下
、『
晴
明
歌
占
』
と
表
記
）
の
内
容
と
共
通
す
る
。

　
『
晴
明
歌
占
』（
成
蹊
大
学
他
蔵
）
は
平
安
時
代
の
陰
陽
師
・
安
倍
晴
明
に
仮

託
し
た
和
歌
占
い
の
書
で
あ
る8

。
全
六
十
四
首
で
、
内
容
は
、
挿
絵
、
吉
凶
、

一
・
二
・
三
・
四
の
数
字
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
番
号
（
一
一
一
～
四
四
四
）、

「
～
ご
と
し
」
の
一
文
、
和
歌
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
『
晴
明
歌
占
』
現
存
最
古
の
刊
本
は
安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
版
（
図
版
６
、

架
蔵
）
で
あ
る9

。
安
永
七
年
版
は
表
紙
見
返
し
に
あ
っ
た
は
ず
の
序
文
を
欠

く
が
、
刊
年
不
明
版
（
成
蹊
大
学
蔵
）
の
序
文
に
は
、
安
倍
晴
明
が
入
唐
し
て

伯
道
上
人
の
弟
子
と
な
り
、
占
方
の
伝
授
を
受
け
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
晴
明
を

撰
者
に
仮
託
す
る
陰
陽
道
の
占
書
『
三
国
相
伝
陰
陽
轄
轄
簠
簋
内
伝
金
烏
玉
兎

集
』
の
由
来
に
重
な
り
、
そ
の
影
響
が
看
取
さ
れ
る
。
浅
井
了
意
の
仮
名
草
子

『
安
倍
晴
明
物
語
』（
寛
文
二
（
一
六
六
二
）
年
刊
）
は
安
倍
晴
明
の
一
代
記
の

後
に
、
天
文
・
日
取
り
・
人
相
の
占
い
を
付
す
も
の
で
、
以
後
、
晴
明
の
名
を

付
け
た
占
書
は
『
晴
明
通
変
占
』（
貞
享
三
（
一
六
八
六
）
年
刊
）、『
晴
明
秘

伝
袖
鏡
』（
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
刊
）、『
晴
明
秘
伝
見
通
占
』『
晴
明
夢
は

ん
じ
』
な
ど
、
晴
明
の
名
を
付
け
た
様
々
な
占
書
が
出
版
さ
れ
た
。『
晴
明
歌

占
』
も
そ
の
よ
う
な
中
で
出
版
さ
れ
た
一
書
と
み
ら
れ
る
。

　
『
晴
明
歌
占
』
は
天
照
大
神
・
八
幡
大
菩
薩
・
春
日
大
明
神
の
御
名
を
三
遍

唱
え
て
か
ら
占
う
。
こ
れ
は
当
時
流
行
し
て
い
た
天
照
・
八
幡
・
春
日
の
三
神

に
よ
る
託
宣
で
あ
る
三
社
託
宣
の
信
仰
を
ふ
ま
え
る
。『
晴
明
歌
占
』
に
は
、

日
吉
・
出
雲
・
石
清
水
を
詠
み
込
ん
だ
歌
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
『
晴
明
歌
占
』
は
明
治
時
代
も
巷
間
に
流
布
し
て
い
た
。
井
上
円
了
『
妖
怪

学
講
義
』（
合
本
第
三
冊
、
哲
学
館
、
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
刊
、
国
立

国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
）
に
「
俗
間
に
伝
は
る
書
に
は
、

安
倍
晴
明
の
歌
う
ら
な
ひ
と
称
し
て
、
天
照
太
神
、
八
幡
大
菩
薩
、
春
日
大
明

神
、
此
三
社
の
神
の
示
現
に
ま
か
せ
、
易
の
六
十
四
卦
を
か
た
ど
り
六
十
四
首

の
和
歌
を
集
め
て
歌
占
と
名
く
る
」
と
あ
り
、
そ
の
内
容
は
『
晴
明
歌
占
』
の

（図版 6）
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序
に
一
致
し
て
い
る
。

　

大
正
時
代
に
な
る
と
、『
晴
明
歌
占
』
の
和
歌
占
い
は
安
倍
晴
明
と
切
り
離

さ
れ
た
。
岡
部
弥
次
郎
編
『
歌
占
』（
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
刊
、
国
立
国

会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
）
が
そ
れ
で
、
和
歌
は
『
晴
明
歌
占
』

に
一
致
す
る
が
、
序
文
が
な
く
、
安
倍
晴
明
と
の
関
連
づ
け
は
な
く
な
っ
て 

い
る10

。

　

以
上
か
ら
、『
晴
明
歌
占
』
は
遅
く
と
も
安
永
年
間
ま
で
に
出
版
さ
れ
、
以

後
、
同
じ
和
歌
を
用
い
た
占
書
が
大
正
時
代
ま
で
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
最
上
稲
荷
お
み
く
じ
の
「
～
ご
と
し
」
の
一
文

と
和
歌
が
、『
晴
明
歌
占
』
と
多
く
重
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

次
頁
に
最
上
稲
荷
お
み
く
じ
と
『
晴
明
歌
占
』
の
内
容
を
比
較
し
た
一
覧
表

を
あ
げ
る
。

　

具
体
的
な
例
と
し
て
最
上
稲
荷
お
み
く
じ
第
二
番
（
図
版
１
）
と
『
晴
明
歌

占
』
一
一
二
（
図
版
６
）
を
見
て
み
よ
う
。
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
最
上

稲
荷
第
二
番
の
「
～
ご
と
し
」
と
和
歌
は
「
か
ぎ
り
な
く
思
ふ
人
に
あ
ふ
が
ご

と
し
」
と
「
か
く
ば
か
り
心
の
内
の
打
と
け
て
き
み
に
む
つ
言
い
ふ
ぞ
う
れ
し

き
」
で
あ
る
。『
晴
明
歌
占
』
一
一
二
は
、
上
段
に
二
人
の
男
が
談
笑
す
る
絵

を
載
せ
、
下
段
右
に
「
吉
」
の
下
に
番
号
「
一
一
二
」、
そ
の
下
に
「
か
ぎ
り

な
く
思
ふ
人
に
あ
ふ
が
ご
と
し
」
と
あ
る
。
下
段
左
は
和
歌
「
か
く
ば
か
り
心

の
う
ち
の
う
ち
と
け
て
き
み
に
む
つ
ご
と
い
ふ
ぞ
う
れ
し
き
」
を
載
せ
る
。
こ

こ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
最
上
稲
荷
第
二
番
と
『
晴
明
歌
占
』
一
一
二
は

比
喩
の
一
文
と
和
歌
が
共
通
し
て
い
る
。
し
か
も
『
晴
明
歌
占
』
は
冒
頭
に

一
一
一
、
二
番
目
に
一
一
二
を
載
せ
て
お
り
、
番
号
順
か
ら
見
て
も
最
上
稲
荷

お
み
く
じ
と
『
晴
明
歌
占
』
の
近
さ
が
見
て
と
れ
る
。

　

次
頁
の
一
覧
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
最
上
稲
荷
お
み
く
じ
の
和
歌
三
十
三

首
の
う
ち
、『
晴
明
歌
占
』
と
ほ
ぼ
同
じ
歌
（
◎
）
が
二
十
首
、
一
部
が
同
一

表
現
あ
る
い
は
同
内
容
の
歌
（
○
）
が
九
首
あ
る
。
つ
ま
り
、
二
十
九
首
に

『
晴
明
歌
占
』
と
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
見
て
い
く
と
、
最
上
稲

荷
お
み
く
じ
の
歌
は
『
晴
明
歌
占
』
全
六
十
四
首
の
前
半
三
十
二
首
に
集
中
し

て
い
る
。
和
歌
以
外
に
も
、「
～
ご
と
し
」
と
い
う
た
と
え
の
部
分
は
十
五
点

（
◎
）、
吉
凶
は
十
九
点
で
共
通
す
る
。
以
上
か
ら
、
最
上
稲
荷
の
お
み
く
じ
は

『
晴
明
歌
占
』
と
非
常
に
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
異
な
る
点
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
和
歌
の
一
部
の
み
が
共
通
す 

る
例
を
検
討
す
る
と
、『
晴
明
歌
占
』
が
恋
歌
の
場
合
に
最
上
稲
荷
お
み
く
じ

で
は
信
仰
に
関
連
す
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
た
と
え
ば
、

『
晴
明
歌
占
』
二
四
四
「
ひ
と
り
し
て
ふ
た
り
を
お
も
ふ
い
か
な
れ
ば
ふ
た
り

に
ひ
と
り
お
も
は
ざ
り
け
り
」
に
対
し
て
、
最
上
稲
荷
第
三
十
二
番
「
ひ
と
す

ぢ
に
ま
こ
と
を
ふ
め
よ
二
道
を
か
け
て
あ
や
ふ
き
谷
の
掛
橋
」
で
あ
る
。
晴

明
歌
占
は
上
句
に
「
ひ
と
り
し
て
ふ
た
り
を
お
も
ふ
」
と
あ
り
、
喩
え
の
文

も
「
女
の
お
と
こ
二
人
も
つ
が
ご
と
し
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
男
女
間
の
二
股

関
係
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
こ
れ
に
対
し
て
、
最
上
稲
荷

の
上
句
は
「
ひ
と
す
ぢ
に
ま
こ
と
を
ふ
め
よ
」
と
あ
り
、
二
股
を
戒
め
て
一
つ

の
方
向
に
向
か
っ
て
誠
実
に
進
む
こ
と
を
勧
め
て
お
り
、
恋
愛
を
離
れ
た
歌
と
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番号 吉凶 法華経の経句（出典） 　和　　　　　　　　　　　　　　　　　　歌 「～ごとし」の一文
最上稲荷 晴明歌占 最上稲荷 晴明歌占 最上稲荷おみくじ 最上稲荷おみくじ（歌） 晴明歌占 一致度 最上稲荷 晴明歌占 一致度

1 大吉 栴檀香風 悦可衆心（序品第一） せんだんは二葉よりしも香しき心のうちのちかひ
なるらむ × 何事も心のまゝ我人ともに悦のかたちいよ

いよ信心して冨貴自在なるべし ×

2 112 吉 吉 令其生渇仰　因其心恋慕（如来寿量品第
十六）

かくばかり心の内の打とけてきみにむつ言ふぞう
れしき

かくばかり心のうちのうちとけてきみに
むつごといふぞうれしき ◎ かぎりなくおもふ人にあふがごとし かぎりなく思ふ人にあふ

がごとし ◎

3 半吉 植諸善本 深心堅固（譬喩品第三） 御詠歌　過去よりも未来に通るかりの宿 雨ふらば
ふれ風ふかばふけ × よろしき事をはじめてわれ人をすゝむるす

がた信心けんごにして大によし ×

4 114 大吉 吉 如日月光明　能除諸幽冥（如来神力品第廿
一）

村雲にかくるゝほどはくらかりきあらしにはるゝ
秋の夜の月

むらくもゝかくるゝほどはくらかりきあ
らしにはるゝあきのよの月 ◎ 秋の月のはるゝが如し 秋の月の晴るるがごとし ◎

5 121 半吉 半吉 随應所可度　為説種種法（如来寿量品第
十六）

いづくをかおのがすみ家とおもへども とむるこゝ
ろをやどとさだめよ

いづくをばおのがすみかとおもへどもと
むるこゝろをやどゝさだめよ ◎ 水にながるゝものゝごとし 水にながるゝもののごと

し ◎

6 122 凶 凶 無智疑悔 則為永失（薬草喩品第五） 白銀やこがねの玉もそのまゝにみがゝぬときはひ
かりなきなり

しろがねやこがねの玉といひけれどみ
がゝぬときはひかりなきもの ◎ 玉の光なきが如し 玉の光無きがごとし　 ◎

7 123 吉 吉 諸山深嶮處　栴檀樹花敷（法師功徳品第
十九）

花あれどくらきに見えぬ小夜中に月の出るぞ嬉し
かりける

はなあれどくらきに見へぬさよなかに月
のいづるぞうれしかりけり ◎ うゑし時食にあふが如し ひだるきときめしにあふ

がごとし

8 124 凶 凶 充潤一切　枯稿衆生（薬草喩品第五） いかにせん根なき草木は枝も葉も日をふるゝに し
をれこそすれ

つゆのねにくさ木のこずゑいかにせんさ
のみにゑだはしほれけるかな ○ 木草の根にはなれたるが如ししんじん第一

にすべし
くさのねにはなれたるご
とし ◎

9 131 凶 凶 晝夜受苦　無有休息（譬喩品第三） さきのよにいかなる罪を作りてかかくすさまじき
身とぞなりぬる

さきのよにいかなるつみをつくりてかか
ほどさびしきことぞうらめし ○ 信心不怠に神佛を祈らずば運命あやうし おもはざるきみなるがご

とし ×

10 132 大吉 吉 我此土安穏 天人常充満（如来寿量品第
十六）

嬉しさを何にたとへんかたぞなき月雪花も我もの
にして

うれしさをなににたとへんかたぞなき
たゞあらましのたもとゆきかな ○ 蝶の花を楽しむが如し よろづたのしむがごとし ○

11 133 凶 凶 而今此処 多諸患難（譬喩品第三） 旅衣よそに見ばやと思ひしに 霧にへだつる三保の
松原

たびころもよそを見ばやとおもひしにき
りをへだつるみほのまつばら ◎ 行道にせきあるが如し信心第一にして災難

をのがるべし
ゆくみちにせきあるがご
とし ◎

12 134 大吉 吉 如貧得寶　如闇得燈（薬王菩薩本事品 第
廿三）

くらきよりくらきにかけて行道のともし火得たる
夜半ぞうれしき

くらきよりくらきにかけてかなしやなと
もしびゑたるみちぞうれしき ◎ くらき夜にともし火を得たるが如し くらきにともしびゑたる

がごとし ◎

13 141 凶 凶 矬陋 躄　盲聾背傴（譬喩品第三） 手に結ぶ水にやどれる月かげのあるかなきかの世
にぞすむ かな

手にむすぶ水にやどれる月かげのあるか
なきかのよにもすむかな ◎ いなづまのひかりなきが如し信心肝心たる

べし
いなづまのひかりなきが
ごとし ◎

14 142 吉 吉 如渡得舩　如病得醫（薬王菩薩本事品 第
廿三）

末遠き八重のしほぢの程もなくみなとに舩のいる
ぞ嬉しき

すゑとをくおもひしみちのほどもなくみ
なとにふねのいるぞうれしき ◎ 渡りにふねを得たるが如し わたりにふねをゑたるが

ごとし ◎

15 143 大吉 吉 令此三界　皆是我有（譬喩品第三） この世をも今はかぎりと思ひしに豊かになりてう
れしかりけり

此よをば今は果てかと思ひしに豊かにな
りてうれしかりけり ◎ たえたる家をおこすが如し たへたるにきしゃうする

がごとし ×

16 144 大吉 吉 無量珍寶 不求自得（信解品第四） 何事も心にかなふ世の中や神や佛の利生ある身は なにごとも心にかなふこのうへは神や仏
のりしゃうある身に ◎ 求めずして宝を得たるが如し おもはずたからをゑたる

がごとし ◎

17 211 凶 凶 雖復教詔　而不信受（譬喩品第三） むら雲のよしかゝるとも神風のふかばはれなん秋
の夜の月

ながむればこひしき人のこひしさにくも
らばくもれあきのよの月 ○ 月のくもるが如し信心堅固にしてひかりあ

らはるべし 月のくもるがごとし ◎

18 212 大凶 凶 衆苦充満 甚可怖畏（譬喩品第三） 大空を心のまゝにとぶ鳥も翼なければつちに落な
ん

とぶとりのとびゆくとりのとりどりに木
にはとまらでつちにおつらん ○ 飛鳥の羽なきが如し信心第一にいたすべし とぶとりのはねなきがご

とし ◎

19 213 吉 吉 具足神通力　廣修智方便（観世音菩薩普門
品第廿五） 弓矢とる人を守れる男山末も久しき石清水かな ゆみやとる人をばまもるおとこやますゑ

もひさしきいわしみづかな ◎ いくさに弓矢を得たるが如し いくさにゆみやをゑたる
がごとし ◎

20 214 凶 凶 於諸欲染　貧着深故（譬喩品第三） 大空ははるれど月は見えわかず涙の雨に曇る身な
れば

いつとなくなみだのあめのはれやらでそ
らにはるゝか月はみへねど ○ かにのあしなきがごとし信心第一たるべし かにのあしなきがごとし ◎

21 221 大吉 吉 神通力故　増益寿命（常不軽菩薩品第廿） 千年まで栄ゆる鶴のよはひこそ楽しかりけれゆた
かなりけれ

ちよまでとさかゆるつるのよはひこそた
のしきときはゆたかなりけり ◎ つるのはやしに遊ぶが如し つるのはやしにあふがご

とし ◎

22 222 吉 吉 我此土安穏　天人常充満（如来寿量品第
十六）

よるべなき身と思ひしに今よりは末たのしきとき
くぞうれしき

おもほへでいまははてかとおもひしにす
へたのもしき人ぞうれしき ○ 信心おこたらざれば大によし不信にして運

をそこなふべからず
かごの内のとりのゑをゑ
たるがごとし ×

23 吉 如風於空中　一切無障礙（如来神力品第廿
一）

咲みてる心驕りを夜のほとに 吹きおどろかす花の
下風 × 信心けんごなるときは吹風枝を鳴さず不堅

固なる時は風枝を折る ×

24 224 凶 凶 愚小無知　而入嶮宅（譬喩品第三） 如何にせん思ひ車の片輪こそやるかたもなくかな
しかりけれ

いかにせんしのびくるまのかたわこそや
るかたもなきことぞかなしき ◎ 愚にして悪しきに入る信心して凶災を免るべ

し常に普賢菩薩を祈る事かんじんなるべし
くるまのわのなきがごと
し ×

25 吉 充満其願　如清凉池（薬王菩薩本事品 第
廿三）

一すぢに祈れや祈れみしめ縄うけ引く神の誓たの
みて × 祈るときは心の如く成就す不信心にして利

益を忘るべからず病人次第によし ×

26 232 吉 吉 此経能救　一切衆生者（薬王菩薩本事品 
第廿三）

身も苦し心も細くありつるに不死の薬に逢ふぞ嬉
しき

身もくるし心ほそくもありつるにふしの
くすりにあふぞうれしき ◎ 信心第一にして大によし不信心なる時は必

ず災難来るべし病者漸次によし
やまひにくすりをゑたる
がごとし △

27 233 吉 吉 如裸者得衣　如商人得主（薬王菩薩本事品 
第廿三）

思ひでの数々多き我身かな花見る峰の月もくもら
ず

おもひでのかずかずおゝきわが身かなは
な見るときは月もくもらず ◎ 神佛の得益深き身なりさり乍ら不信心なる時は

災あるべし常に普賢菩薩を祈りて開運すべし
あつきにすゞしきかぜを
ゑたるがごとし ×

28 234 凶 凶 薄福得故　為火所逼（譬喩品第三） 宿からんその通ひぢもしられぬに こゝろ細くも入
あひの鐘

宿もなしそのかよひぢをおぼへぬにこゝ
ろほそくもいりあひのかね ○

過去より福報うすく大望を謹むべし信心堅
固なれば次第に開運あるべし不信心の時は
老ても災逃れがたし病人至てあし

しらぬみちに日のくれた
るがごとし ×

29 241 吉 吉 為常見我故　而生憍恣心（如来寿量品第
十六）

只頼めしめぢが原のさしも草 我世の中にあらん限
りは

たゞたのめしめぢがはらのさしもぐさわ
れよのなかにあらんかぎりは ◎ 常に神佛の利益あり信心なる時は必ず開運

すべし願事成就病人漸次によし
かみのまもりあるがごと
し △

30 242 半凶 凶 是諸罪衆生 以悪業因縁（如来寿量品第
十六） 末遠く楽しむべしと思ひしに 親の心は白川の関 すえとをくたのしむべしとおもひしにお

やのこゝろはしらかわのせき ◎ 病人次第におもるべし信心して快方縁談事
もむつかしく商ひ損失あるべし

おやのこゝろこわきがご
とし ×

31 243 半凶 凶 不織苦盡道　不知求觧脱（化城喩品第七） いひもせずいはれもせずと思ひしに今は我身の上
とこそなれ

いひもせずいわねもせじとおもへどもい
まはわが身のうへとこそなれ ◎ 何事もひかえ目にしてよしおろかにして物事

十分なればあしく信心して望事成就すべし
くすりのどくをはくがご
とし ×

32 244 凶 凶 長夜増悪趣　減損諸天衆（化城喩品第七） ひとすぢにまことをふめよ二道をかけてあやふき
谷の掛橋

ひとりしてふたりをおもふいかなればふ
たりにひとりおもはざりけり ○ 妻妾相軋るが如し晝夜思ひ出し事何事もあしく

信心第一にして凶災のがるべし病人至てあし
女のおとこ二人もつがご
とし △

33 311 大吉 吉 今仏得最上　安穏無漏法（化城喩品第七） 今までは苦しみありつるが人の情けと神の利生 いまゝではくるしみの身にすぎつるに人
のなさけと神のりしゃうと ◎ 何事も心のまゝ願事成就すべし病人次第に

全快し金銀財宝を得る事有るべし めくらのめあくがごとし △

「一致度」の記号は以下を意味する。　◎ほぼ一致、○一部表現が一致、意味も共通、△意味が共通、×共通なし
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番号 吉凶 法華経の経句（出典） 　和　　　　　　　　　　　　　　　　　　歌 「～ごとし」の一文
最上稲荷 晴明歌占 最上稲荷 晴明歌占 最上稲荷おみくじ 最上稲荷おみくじ（歌） 晴明歌占 一致度 最上稲荷 晴明歌占 一致度

1 大吉 栴檀香風 悦可衆心（序品第一） せんだんは二葉よりしも香しき心のうちのちかひ
なるらむ × 何事も心のまゝ我人ともに悦のかたちいよ

いよ信心して冨貴自在なるべし ×

2 112 吉 吉 令其生渇仰　因其心恋慕（如来寿量品第
十六）

かくばかり心の内の打とけてきみにむつ言ふぞう
れしき

かくばかり心のうちのうちとけてきみに
むつごといふぞうれしき ◎ かぎりなくおもふ人にあふがごとし かぎりなく思ふ人にあふ

がごとし ◎

3 半吉 植諸善本 深心堅固（譬喩品第三） 御詠歌　過去よりも未来に通るかりの宿 雨ふらば
ふれ風ふかばふけ × よろしき事をはじめてわれ人をすゝむるす

がた信心けんごにして大によし ×

4 114 大吉 吉 如日月光明　能除諸幽冥（如来神力品第廿
一）

村雲にかくるゝほどはくらかりきあらしにはるゝ
秋の夜の月

むらくもゝかくるゝほどはくらかりきあ
らしにはるゝあきのよの月 ◎ 秋の月のはるゝが如し 秋の月の晴るるがごとし ◎

5 121 半吉 半吉 随應所可度　為説種種法（如来寿量品第
十六）

いづくをかおのがすみ家とおもへども とむるこゝ
ろをやどとさだめよ

いづくをばおのがすみかとおもへどもと
むるこゝろをやどゝさだめよ ◎ 水にながるゝものゝごとし 水にながるゝもののごと

し ◎

6 122 凶 凶 無智疑悔 則為永失（薬草喩品第五） 白銀やこがねの玉もそのまゝにみがゝぬときはひ
かりなきなり

しろがねやこがねの玉といひけれどみ
がゝぬときはひかりなきもの ◎ 玉の光なきが如し 玉の光無きがごとし　 ◎

7 123 吉 吉 諸山深嶮處　栴檀樹花敷（法師功徳品第
十九）

花あれどくらきに見えぬ小夜中に月の出るぞ嬉し
かりける

はなあれどくらきに見へぬさよなかに月
のいづるぞうれしかりけり ◎ うゑし時食にあふが如し ひだるきときめしにあふ

がごとし

8 124 凶 凶 充潤一切　枯稿衆生（薬草喩品第五） いかにせん根なき草木は枝も葉も日をふるゝに し
をれこそすれ

つゆのねにくさ木のこずゑいかにせんさ
のみにゑだはしほれけるかな ○ 木草の根にはなれたるが如ししんじん第一

にすべし
くさのねにはなれたるご
とし ◎

9 131 凶 凶 晝夜受苦　無有休息（譬喩品第三） さきのよにいかなる罪を作りてかかくすさまじき
身とぞなりぬる

さきのよにいかなるつみをつくりてかか
ほどさびしきことぞうらめし ○ 信心不怠に神佛を祈らずば運命あやうし おもはざるきみなるがご

とし ×

10 132 大吉 吉 我此土安穏 天人常充満（如来寿量品第
十六）

嬉しさを何にたとへんかたぞなき月雪花も我もの
にして

うれしさをなににたとへんかたぞなき
たゞあらましのたもとゆきかな ○ 蝶の花を楽しむが如し よろづたのしむがごとし ○

11 133 凶 凶 而今此処 多諸患難（譬喩品第三） 旅衣よそに見ばやと思ひしに 霧にへだつる三保の
松原

たびころもよそを見ばやとおもひしにき
りをへだつるみほのまつばら ◎ 行道にせきあるが如し信心第一にして災難

をのがるべし
ゆくみちにせきあるがご
とし ◎

12 134 大吉 吉 如貧得寶　如闇得燈（薬王菩薩本事品 第
廿三）

くらきよりくらきにかけて行道のともし火得たる
夜半ぞうれしき

くらきよりくらきにかけてかなしやなと
もしびゑたるみちぞうれしき ◎ くらき夜にともし火を得たるが如し くらきにともしびゑたる

がごとし ◎

13 141 凶 凶 矬陋 躄　盲聾背傴（譬喩品第三） 手に結ぶ水にやどれる月かげのあるかなきかの世
にぞすむ かな

手にむすぶ水にやどれる月かげのあるか
なきかのよにもすむかな ◎ いなづまのひかりなきが如し信心肝心たる

べし
いなづまのひかりなきが
ごとし ◎

14 142 吉 吉 如渡得舩　如病得醫（薬王菩薩本事品 第
廿三）

末遠き八重のしほぢの程もなくみなとに舩のいる
ぞ嬉しき

すゑとをくおもひしみちのほどもなくみ
なとにふねのいるぞうれしき ◎ 渡りにふねを得たるが如し わたりにふねをゑたるが

ごとし ◎

15 143 大吉 吉 令此三界　皆是我有（譬喩品第三） この世をも今はかぎりと思ひしに豊かになりてう
れしかりけり

此よをば今は果てかと思ひしに豊かにな
りてうれしかりけり ◎ たえたる家をおこすが如し たへたるにきしゃうする

がごとし ×

16 144 大吉 吉 無量珍寶 不求自得（信解品第四） 何事も心にかなふ世の中や神や佛の利生ある身は なにごとも心にかなふこのうへは神や仏
のりしゃうある身に ◎ 求めずして宝を得たるが如し おもはずたからをゑたる

がごとし ◎

17 211 凶 凶 雖復教詔　而不信受（譬喩品第三） むら雲のよしかゝるとも神風のふかばはれなん秋
の夜の月

ながむればこひしき人のこひしさにくも
らばくもれあきのよの月 ○ 月のくもるが如し信心堅固にしてひかりあ

らはるべし 月のくもるがごとし ◎

18 212 大凶 凶 衆苦充満 甚可怖畏（譬喩品第三） 大空を心のまゝにとぶ鳥も翼なければつちに落な
ん

とぶとりのとびゆくとりのとりどりに木
にはとまらでつちにおつらん ○ 飛鳥の羽なきが如し信心第一にいたすべし とぶとりのはねなきがご

とし ◎

19 213 吉 吉 具足神通力　廣修智方便（観世音菩薩普門
品第廿五） 弓矢とる人を守れる男山末も久しき石清水かな ゆみやとる人をばまもるおとこやますゑ

もひさしきいわしみづかな ◎ いくさに弓矢を得たるが如し いくさにゆみやをゑたる
がごとし ◎

20 214 凶 凶 於諸欲染　貧着深故（譬喩品第三） 大空ははるれど月は見えわかず涙の雨に曇る身な
れば

いつとなくなみだのあめのはれやらでそ
らにはるゝか月はみへねど ○ かにのあしなきがごとし信心第一たるべし かにのあしなきがごとし ◎

21 221 大吉 吉 神通力故　増益寿命（常不軽菩薩品第廿） 千年まで栄ゆる鶴のよはひこそ楽しかりけれゆた
かなりけれ

ちよまでとさかゆるつるのよはひこそた
のしきときはゆたかなりけり ◎ つるのはやしに遊ぶが如し つるのはやしにあふがご

とし ◎

22 222 吉 吉 我此土安穏　天人常充満（如来寿量品第
十六）

よるべなき身と思ひしに今よりは末たのしきとき
くぞうれしき

おもほへでいまははてかとおもひしにす
へたのもしき人ぞうれしき ○ 信心おこたらざれば大によし不信にして運

をそこなふべからず
かごの内のとりのゑをゑ
たるがごとし ×

23 吉 如風於空中　一切無障礙（如来神力品第廿
一）

咲みてる心驕りを夜のほとに 吹きおどろかす花の
下風 × 信心けんごなるときは吹風枝を鳴さず不堅

固なる時は風枝を折る ×

24 224 凶 凶 愚小無知　而入嶮宅（譬喩品第三） 如何にせん思ひ車の片輪こそやるかたもなくかな
しかりけれ

いかにせんしのびくるまのかたわこそや
るかたもなきことぞかなしき ◎ 愚にして悪しきに入る信心して凶災を免るべ

し常に普賢菩薩を祈る事かんじんなるべし
くるまのわのなきがごと
し ×

25 吉 充満其願　如清凉池（薬王菩薩本事品 第
廿三）

一すぢに祈れや祈れみしめ縄うけ引く神の誓たの
みて × 祈るときは心の如く成就す不信心にして利

益を忘るべからず病人次第によし ×

26 232 吉 吉 此経能救　一切衆生者（薬王菩薩本事品 
第廿三）

身も苦し心も細くありつるに不死の薬に逢ふぞ嬉
しき

身もくるし心ほそくもありつるにふしの
くすりにあふぞうれしき ◎ 信心第一にして大によし不信心なる時は必

ず災難来るべし病者漸次によし
やまひにくすりをゑたる
がごとし △

27 233 吉 吉 如裸者得衣　如商人得主（薬王菩薩本事品 
第廿三）

思ひでの数々多き我身かな花見る峰の月もくもら
ず

おもひでのかずかずおゝきわが身かなは
な見るときは月もくもらず ◎ 神佛の得益深き身なりさり乍ら不信心なる時は

災あるべし常に普賢菩薩を祈りて開運すべし
あつきにすゞしきかぜを
ゑたるがごとし ×

28 234 凶 凶 薄福得故　為火所逼（譬喩品第三） 宿からんその通ひぢもしられぬに こゝろ細くも入
あひの鐘

宿もなしそのかよひぢをおぼへぬにこゝ
ろほそくもいりあひのかね ○

過去より福報うすく大望を謹むべし信心堅
固なれば次第に開運あるべし不信心の時は
老ても災逃れがたし病人至てあし

しらぬみちに日のくれた
るがごとし ×

29 241 吉 吉 為常見我故　而生憍恣心（如来寿量品第
十六）

只頼めしめぢが原のさしも草 我世の中にあらん限
りは

たゞたのめしめぢがはらのさしもぐさわ
れよのなかにあらんかぎりは ◎ 常に神佛の利益あり信心なる時は必ず開運

すべし願事成就病人漸次によし
かみのまもりあるがごと
し △

30 242 半凶 凶 是諸罪衆生 以悪業因縁（如来寿量品第
十六） 末遠く楽しむべしと思ひしに 親の心は白川の関 すえとをくたのしむべしとおもひしにお

やのこゝろはしらかわのせき ◎ 病人次第におもるべし信心して快方縁談事
もむつかしく商ひ損失あるべし

おやのこゝろこわきがご
とし ×

31 243 半凶 凶 不織苦盡道　不知求觧脱（化城喩品第七） いひもせずいはれもせずと思ひしに今は我身の上
とこそなれ

いひもせずいわねもせじとおもへどもい
まはわが身のうへとこそなれ ◎ 何事もひかえ目にしてよしおろかにして物事

十分なればあしく信心して望事成就すべし
くすりのどくをはくがご
とし ×

32 244 凶 凶 長夜増悪趣　減損諸天衆（化城喩品第七） ひとすぢにまことをふめよ二道をかけてあやふき
谷の掛橋

ひとりしてふたりをおもふいかなればふ
たりにひとりおもはざりけり ○ 妻妾相軋るが如し晝夜思ひ出し事何事もあしく

信心第一にして凶災のがるべし病人至てあし
女のおとこ二人もつがご
とし △

33 311 大吉 吉 今仏得最上　安穏無漏法（化城喩品第七） 今までは苦しみありつるが人の情けと神の利生 いまゝではくるしみの身にすぎつるに人
のなさけと神のりしゃうと ◎ 何事も心のまゝ願事成就すべし病人次第に

全快し金銀財宝を得る事有るべし めくらのめあくがごとし △

最上稲荷おみくじ・『晴明歌占』対照表
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な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
和
歌
の
右
に
書
か
れ
た
文
章
に
は
「
妻
妾
軋

る
が
如
し
」
と
あ
り
、
妻
と
妾
が
争
い
あ
う
男
の
比
喩
を
あ
げ
て
お
り
、
男
女

間
の
二
股
が
意
識
さ
れ
て
い
る
点
で
『
晴
明
歌
占
』
と
通
じ
合
う
。

　
『
晴
明
歌
占
』
二
一
一
「
な
が
む
れ
ば
こ
ひ
し
き
人
の
こ
ひ
し
さ
に
く
も
ら

ば
く
も
れ
あ
き
の
よ
の
月
」
に
対
し
て
、
最
上
稲
荷
の
第
十
七
番
は
「
む
ら
雲

の
よ
し
か
ゝ
る
と
も
神
風
の
ふ
か
ば
は
れ
な
ん
秋
の
夜
の
月
」
で
あ
る
。
第
五

句
の
表
現
「
秋
の
夜
の
月
」
が
一
致
し
、
ど
ち
ら
も
雲
が
掛
か
っ
た
秋
の
夜
の

月
を
詠
ん
で
い
る
。「
～
ご
と
し
」
の
一
文
も
「
月
の
く
も
る
が
如
し
」
で
共

通
す
る
。
し
か
し
、『
晴
明
歌
占
』
が
「
な
が
む
れ
ば
こ
ひ
し
き
人
の
こ
ひ
し

さ
に
」
で
恋
歌
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
最
上
稲
荷
で
は
「
神
風
が
ふ
か
ば
は
れ

な
ん
」
と
神
の
ご
加
護
を
詠
む
点
で
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
神
風
」
が
も

ち
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
最
上
稲
荷
が
神
仏
習
合
の
寺
院
で
あ
る
こ
と
に
よ
る

も
の
だ
ろ
う
。

　

最
上
稲
荷
お
み
く
じ
の
神
仏
習
合
の
特
徴
は
、「
神
や
佛
の
利
生
あ
る
身
は
」

（
第
十
六
番
）、「
弓
矢
と
る
人
を
守
れ
る
男
山
末
も
久
し
き
石
清
水
か
な
」（
第

十
九
番
）、「
神
の
誓
た
の
み
て
」（
第
二
十
五
番
）、「
只
頼
め
し
め
ぢ
が
原
の

さ
し
も
草
…
…
」（
第
二
十
九
番
、『
新
古
今
和
歌
集
』
等
に
清
水
観
音
の
託
宣

歌
と
し
て
収
載
）、「
神
の
利
生
」（
第
三
十
三
番
）
な
ど
、
他
の
和
歌
に
も
認

め
ら
れ
る
。

　

そ
の
他
の
相
違
点
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
き
た
い
。
最
上
稲
荷
お
み
く
じ

で
『
晴
明
歌
占
』
と
重
な
ら
な
い
の
は
四
首
（
×
）
で
あ
る
。
そ
の
出
典
は
不

明
だ
が
、
第
三
番
は
「
御
詠
歌 

過
去
よ
り
も
未
来
に
通
る
か
り
の
宿 

雨
ふ
ら

ば
ふ
れ
風
ふ
か
ば
ふ
け
」
で
、
こ
の
歌
だ
け
が
「
御
詠
歌
」
と
記
載
さ
れ
て

い
る
。「
御
詠
歌
」
と
は
、
一
般
的
に
霊
場
め
ぐ
り
の
巡
礼
が
唱
え
る
短
歌
調

の
讃
歌
で
、
霊
場
・
札
所
・
仏
・
祖
師
な
ど
の
徳
を
た
た
え
た
歌
と
さ
れ
る

（『
例
文 

仏
教
語
大
辞
典
』）。
こ
の
歌
が
霊
場
め
ぐ
り
の
御
詠
歌
と
し
て
唱
え

ら
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
鈴
木
正
三
『
盲も

う
あ
ん
じ
ょ
う

安
杖
』
に
一
休
和
尚
の
歌

と
し
て
載
る
「
過
去
よ
り
も
未
来
へ
通
る
一
休
み
風
ふ
か
ば
ふ
け
風
ふ
ら
ば
ふ

れ
」11

と
ほ
ぼ
共
通
す
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
第
三
句
「
一
休
み
」
が
最
上
稲
荷

で
「
か
り
の
宿
」
で
あ
る
点
は
異
な
る
が
、
あ
と
は
す
べ
て
一
致
す
る
。

　

鈴
木
正
三
（
一
五
七
九
～
一
六
五
五
）
は
江
戸
初
期
の
禅
僧
で
、
仮
名
草
子

作
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
徳
川
家
康
・
秀
忠
に
仕
え
た
後
に
出
家
し
、
曹
洞

禅
を
修
め
た
。『
盲
安
杖
』
は
鈴
木
正
三
の
法
語
集
で
、
元
和
五
（
一
六
一
九
）

年
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
上
稲
荷
お
み
く
じ
は
江
戸
初
期
の
版
木
に
基

づ
く
も
の
と
伝
わ
っ
て
お
り
、『
盲
安
杖
』
所
載
の
一
休
の
道
歌
と
の
関
係
が

注
目
さ
れ
る
。

　

そ
の
他
、
最
上
稲
荷
お
み
く
じ
の
第
二
十
二
番
以
降
で
、『
晴
明
歌
占
』
に

あ
る
「
～
ご
と
し
」
の
表
現
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
も
相
違
点
で
あ

る
。
第
一
番
～
第
二
十
一
番
ま
で
は
お
み
く
じ
下
段
右
は
「
～
ご
と
し
」
と
い

う
一
文
が
冒
頭
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
第
二
十
二
番
か
ら
は
「
信
心
お
こ
た 

ら
ざ
れ
ば
大
に
よ
し
。
不
信
に
し
て
運
を
そ
こ
な
ふ
べ
か
ら
ず
」（
第
二
十
二

番
）、「
信
心
第
一
に
し
て
大
に
よ
し
。
不
信
心
な
る
時
は
必
ず
災
難
来
る
べ

し
。
病
者
漸
次
に
よ
し
」（
第
二
十
六
番
）
の
よ
う
に
、「
信
心
」
が
重
視
さ
れ
、

文
章
も
長
く
な
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、『
晴
明
歌
占
』
と
の
関
連
が
み
と
め

─ 10 ─
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ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
第
二
十
六
番
は
『
晴
明
歌
占
』
二
二
二
と
和
歌
が

一
致
し
、『
晴
明
歌
占
』
の
「
病
に
薬
を
得
た
る
が
ご
と
し
」
の
一
文
は
最
上

稲
荷
第
二
十
六
番
の
「
病
者
漸
次
に
よ
し
」
と
通
じ
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
、
最
上
稲
荷
お
み
く
じ
の
和
歌
と
「
～
ご
と
し
」
の
文
章
は
、『
晴

明
歌
占
』
と
近
い
関
係
に
あ
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
最
上
稲
荷
お
み
く
じ
の

番
号
が
『
晴
明
歌
占
』
の
掲
載
順
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
関
係

の
近
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

最
上
稲
荷
お
み
く
じ
独
自
の
主
な
特
徴
は
、
第
二
番
の
御
詠
歌
の
鈴
木
正
三

『
盲
安
杖
』
所
載
歌
と
の
一
致
、『
晴
明
歌
占
』
に
お
け
る
恋
歌
が
神
の
信
仰
に

関
わ
る
表
現
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
下
段
右
の
解
説
で
「
信
心
」
が
強
調
さ
れ

る
こ
と
（
と
く
に
第
二
十
二
番
以
降
）
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に 

　

こ
こ
ま
で
『
晴
明
歌
占
』
に
お
け
る
和
歌
と
「
～
ご
と
し
」
文
の
共
通
性
に

着
目
し
て
、
最
上
稲
荷
お
み
く
じ
の
特
徴
を
検
討
し
て
き
た
。
今
回
と
り
あ
げ

た
『
晴
明
歌
占
』
以
外
に
も
、
江
戸
後
期
か
ら
幕
末
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
歌
占

本
が
出
版
さ
れ
て
い
た12

。
代
表
的
な
も
の
に
『
歌
占 

萩
の
八
重
垣
』（
享
和
元

（
一
八
〇
一
）
年
刊
）、
菅
原
道
真
を
歌
占
の
神
と
す
る
『
天
満
宮
六
十
四
首
歌

占
御
鬮
抄
』（
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
刊
）、『
百
人
一
首
倭
歌
占
』（
天
保

十
四
（
一
八
四
三
）
年
刊
）、『
百
人
一
首
歌
占
鈔
』（
花
淵
松
涛
著
、
嘉
永
元

（
一
八
四
八
）
年
刊
）
な
ど
が
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
『
天
満
宮
六
十
四
首
歌
占
御
鬮
抄
』
は
漢
詩
御
籤
の
代
表
と
い
え

る
「
元
三
大
師
御
籤
（
観
音
籤
）」
の
影
響
を
強
く
受
け
、
神
仏
習
合
の
思
想

を
反
映
し
た
和
歌
み
く
じ
本
で
あ
る13

。
江
戸
時
代
ま
で
は
神
仏
習
合
の
考
え
方

が
浸
透
し
、
神
社
と
寺
院
が
同
じ
境
内
に
あ
る
こ
と
も
一
般
的
で
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
神
社
で
も
仏
教
系
の
漢
詩
み
く
じ
で
あ
る
元
三
大
師
御
籤
を
も
ち
い
る

と
こ
ろ
は
多
か
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
明
治
維
新
に
よ
る
神
仏
分
離
を
契
機
の 

一
つ
と
し
て
次
第
に
姿
を
消
し
、
神
社
で
は
仏
教
の
影
響
を
排
し
た
新
た
な 

和
歌
み
く
じ
が
創
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た14

。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
寺
院
は
漢
詩
、

神
社
は
和
歌
と
い
う
お
み
く
じ
の
棲
み
分
け
が
生
ま
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
の
波
を
乗
り
越
え
て
、
最
上
稲
荷
お
み
く
じ
は
江
戸
時
代

の
姿
を
今
に
伝
え
て
貴
重
で
あ
る
。
寺
院
は
漢
詩
み
く
じ
、
神
社
は
和
歌
み
く

じ
と
分
類
さ
れ
る
な
か
で
、
漢
詩
と
和
歌
が
併
存
す
る
点
も
特
筆
さ
れ
る
。
漢

詩
み
く
じ
に
和
歌
を
併
記
す
る
例
は
、
か
つ
て
は
元
三
大
師
御
籤
の
御
籤
本
で

も
見
ら
れ
た
が
、
現
在
で
は
廃
れ
て
し
ま
っ
た
。
仏
の
こ
と
ば
を
あ
ら
わ
す
漢

詩
と
、
神
の
こ
と
ば
を
あ
ら
わ
す
和
歌
が
併
存
す
る
お
み
く
じ
が
現
代
ま
で
伝

え
ら
れ
た
の
は
、
最
上
稲
荷
が
神
仏
習
合
の
信
仰
の
場
で
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ

う
。
先
述
の
よ
う
に
、
最
上
稲
荷
の
お
み
く
じ
で
は
、
和
歌
や
解
説
で
神
へ
の

信
仰
が
勧
め
ら
れ
て
お
り
、
神
仏
習
合
の
信
仰
が
み
と
め
ら
れ
る
点
も
注
目
に

値
す
る
。

　

現
代
で
は
、
わ
か
り
や
す
さ
を
求
め
て
神
仏
の
お
告
げ
で
あ
る
漢
詩
や
和
歌

を
な
く
し
て
し
ま
う
お
み
く
じ
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
最
上
稲

荷
お
み
く
じ
は
、
江
戸
時
代
の
姿
を
保
ち
つ
つ
、
現
代
語
で
わ
か
り
や
す
い
解
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説
を
加
え
、
さ
ら
に
は
英
訳
も
さ
れ
て
、
今
を
生
き
て
い
る
。
お
み
く
じ
を
引

く
と
吉
凶
だ
け
を
見
て
一
喜
一
憂
す
る
人
も
多
い
が
、
最
上
稲
荷
の
お
み
く
じ

の
解
説
に
は
吉
凶
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
み
く
じ
の
お
告
げ
か
ら
導
か
れ
る
「
こ

こ
ろ
が
ま
え
」
を
指
針
に
す
る
よ
う
助
言
も
あ
る15

。
お
み
く
じ
を
通
し
て
神
仏

の
お
告
げ
を
受
け
止
め
て
、
よ
り
よ
い
人
生
に
導
く
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。

お
み
く
じ
の
ひ
と
つ
の
理
想
的
な
姿
を
伝
え
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

現
代
で
は
江
戸
時
代
の
和
歌
占
い
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
た
と
述
べ
た
が
、

最
上
稲
荷
お
み
く
じ
の
他
に
も
時
代
を
超
え
て
継
承
さ
れ
た
貴
重
な
例
が
あ

る
。
紙
の
お
み
く
じ
で
は
な
く
、
社
寺
に
掲
げ
ら
れ
た
お
み
く
じ
の
扁
額
の
中

に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
倭し

ど
り
神
社
（
滋
賀
県
大
津
市
）
の
お
み
く
じ
の
扁
額
の

和
歌
（
全
三
十
首
）
は
『
晴
明
歌
占
』
所
収
歌
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
。
社
寺

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
お
み
く
じ
の
扁
額
に
つ
い
て
は
、
平
川
貴
大
氏
運
営
の
ブ

ロ
グ
「
お
み
く
じ
好
き
！
」
に
お
み
く
じ
扁
額
の
画
像
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い

る16

。
こ
れ
ら
の
画
像
を
確
認
す
る
と
、
お
み
く
じ
の
扁
額
は
関
西
の
社
寺
に
集

中
し
て
お
り
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
和
歌
も
い
く
つ
か
の
系
統
に
わ
け
ら
れ
そ
う

で
あ
る
。
こ
う
し
た
扁
額
の
お
み
く
じ
は
、
紙
媒
体
で
は
残
っ
て
い
な
い
が
、

か
つ
て
の
お
み
く
じ
の
姿
を
残
す
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
が

待
た
れ
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
最
上
稲
荷
広
報
部
の
有
村
美
香
氏
よ
り

種
々
ご
教
示
た
ま
わ
り
、
貴
重
な
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
。
平
川
貴
大
氏

の
ブ
ロ
グ
「
お
み
く
じ
好
き
！
」
所
載
の
お
み
く
じ
扁
額
写
真
か
ら
も
大
き
な

示
唆
を
得
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本
稿
は
科
学

研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（C

）「
神
と
仏
を
め
ぐ
る
和
歌
の
包
括
的
研
究
」

（15K
02226

）
お
よ
び
二
〇
一
八
年
度
成
蹊
大
学
長
期
研
修
に
よ
る
成
果
の
一

部
で
あ
る
。

【
注
】

1　

 

最
上
稲
荷
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://w

w
w

.inari.ne.jp/　
（
最
終
閲
覧

二
〇
二
〇
年
一
月
一
二
日
）、
お
よ
び
稲
荷
日
應
『
潤
華
』（
最
上
教
報
社
、

二
〇
〇
三
）
に
よ
る
。

2　

 

最
上
稲
荷
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
よ
く
あ
る
質
問
」
内
の
質
問
「
お
み
く

じ
に
大
凶
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
本
当
で
す
か
」
に
対
す
る
回
答

に
「
当
山
の
お
み
く
じ
は
、
江
戸
初
期
か
ら
伝
わ
る
も
の
で
、
版
木
も
現

存
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
法
華
経
の
経
句
を
出
典
と
す
る
文
言
で
、
こ

れ
を
用
い
て
願
い
事
の
可
否
を
示
す
の
は
珍
し
い
そ
う
で
す
。
縁
起
が
悪

い
と
い
っ
て
「
大
凶
」
を
外
す
寺
社
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
当
山
は
伝
統

を
守
っ
て
、「
大
凶
」
を
残
し
て
い
ま
す
。
苦
言
を
呈
す
る
方
も
お
ら
れ

ま
す
が
、
最
上
さ
ま
か
ら
の
開
運
指
南
、
お
示
し
と
捉
え
て
、
日
々
を

用
心
し
て
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
良
い
順
番
に
「
大
吉
」

「
吉
」「
半
吉
」「
凶
」「
半
凶
」「
大
凶
」
で
す
が
、
各
寺
社
に
よ
り
異
な

る
よ
う
で
す
。」
と
あ
る
。http://w

w
w

.inari.ne.jp/faq/

（
最
終
閲
覧

日
二
〇
二
〇
年
一
月
一
六
日
）

3　

最
上
稲
荷
本
殿
前
お
み
く
じ
授
与
所
掲
示
板
に
記
載
。
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第
二
十
八
号
（
二
〇
二
〇
）



4　

 
大
野
出
・
芹
澤
寛
隆
他
「
思
想
史
と
し
て
の
お
み
く
じ
」（『
日
本
思
想
史

学
』
46
号
）、
芹
澤
寛
隆
『
法
華
経
御
鬮
霊
感
籤
』
解
説
（
芹
澤
寛
隆
編

『
常
在
寺
蔵 
法
華
経
御
鬮
霊
感
籤
』、
法
華
宗
（
本
門
流
）
霊
鷲
山 

常
在

寺
、
二
〇
一
六
年
十
月
発
行
、
非
売
品
）。

5　

注
4
芹
澤
解
説
。

6　

注
4
芹
澤
解
説
。

7　

 

序
品
（
1
）、
譬
喩
品
（
10
）、
信
解
品
（
1
）、
薬
草
喩
品
（
2
）、
化
城

喩
品
（
3
）、
如
来
寿
量
品
（
6
）、
法
師
功
徳
品
（
1
）、
常
不
軽
菩
薩

品
（
1
）、
如
来
神
力
品
（
2
）、
薬
王
菩
薩
本
事
品
（
5
）、
風
観
世
音

菩
薩
普
門
品
（
1
）。（　

）
内
の
数
字
は
引
用
数
。

8　

 『
晴
明
歌
占
』
と
関
連
の
あ
る
歌
占
本
に
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
哥
占
』

な
ど
が
あ
る
。
詳
細
は
拙
稿
「
歌
占
本
の
系
譜
―
託
宣
歌
か
ら
占
い
へ
」

（『
説
話
文
学
研
究
』
52
号
、
二
〇
一
七
年
九
月
）。

9　

注
8
拙
稿
「
歌
占
本
の
系
譜
」。

10　

 

岡
部
弥
次
郎
編
『
歌
占
』
は
『
晴
明
歌
占
』
と
同
じ
和
歌
を
用
い
た
和
歌

占
い
本
で
解
説
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。
最
上
稲
荷
お
み
く
じ
の
解
説
と
は

異
な
る
内
容
で
あ
る
。

11　

 『
一
休
ば
な
し
』
巻
一
─三
（
寛
文
八
（
一
六
六
八
）
年
刊
）
は
一
休
が

自
ら
の
名
の
由
来
と
し
て
「
有う

ろ

じ
漏
路
よ
り
無む

ろ

じ
漏
路
に
帰
る
一
休
み
雨
ふ
ら

ば
ふ
れ
風
ふ
か
ば
ふ
け
」
の
歌
を
詠
ん
だ
逸
話
を
載
せ
る
。
新
編
日
本
古

典
文
学
全
集
64
『
仮
名
草
子
集
』（
小
学
館
、
一
九
九
九
）。

12　

注
8
拙
稿
「
歌
占
本
の
系
譜
」。

13　

注
8
拙
稿
「
歌
占
本
の
系
譜
」。

14　

 

拙
稿
「
お
み
く
じ
の
近
代
―
和
歌
・
明
治
維
新
・
新
城
文
庫
『
お
み
く
じ

集
』」（『
愛
知
県
立
大
学
文
字
文
化
研
究
所
紀
要
』
47
号
、
二
〇
一
六
年 

三
月
）。

15　

 

最
上
稲
荷
本
殿
前
お
み
く
じ
授
与
所
掲
示
板
に
「
お
み
く
じ
に
は
「
大
吉
」

「
吉
」「
半
吉
」「
凶
」「
半
凶
」「
大
凶
」
と
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大

吉
だ
か
ら
と
い
っ
て
油
断
せ
ず
、
大
凶
だ
か
ら
と
い
っ
て
悲
観
せ
ず
、
今

か
ら
ス
タ
ー
ト
と
い
う
気
持
ち
で
「
こ
こ
ろ
が
ま
え
」
を
参
考
に
、
進
ん

で
善
事
を
積
み
開
運
の
扉
を
開
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
る
。

16　

 「
お
み
く
じ
好
き
！
」https://om

ikujisuki.seesaa.net/ 

（
最
終
閲

覧
二
〇
二
〇
年
一
月
一
一
日
）。
倭
神
社
の
お
み
く
じ
扁
額https://

om
ikujisuki.seesaa.net/article/460167940.htm

l

（
最
終
閲
覧 

同
上
）。

─ 13 ─
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最
上
稲
荷
の
お
み
く
じ
に
お
け
る
和
歌
─
江
戸
の
和
歌
占
い
本
『
晴
明
歌
占
』
と
の
関
係
─




